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モンゴルの1 1唇I二1捺裂症に苦しむ子供達の医療援

助活動（スマイルプロジェクト）支援の為、援助金

を会長より、 111村病院長へ手渡し。

｜大口会長挨拶｜
職場例会

こんにちは！ 2週間ぶりの例会です。先月は20周

年記念例会・ガバナー公式訪問と多忙な月でした。

本日は、親クラブの名古爆東ロータリークラブ会

員で愛知学院大学・学院長の小出忠孝先生にお願い

いたしまして、愛知学院大学M1学部附属病院で職場

例会を|ﾙl雌出来ますこと会員一|司感謝申し_l二げます。

ご多忙の中、小川先生はじめ病院長の中村洋教

授・刑ﾘ丙|流長のりl･藤硲教授・リド務長の江崎修様のご

IⅢ席を頂きまして有雌う御座います。

現在、私どものクラブには、 この歯科部にゆかり

のある歯科医師が4名在鱗しております。 8代目

(1989～90年度）会長を勤められた故黒須一夫教授が、

この場にいらっしゃらないのが大変残念に思います。

先生のあの笑顔が今でも忘れられませんが、その後、

奥様でありますアイ子先生が入会してくださった事

は本当に蛎しいことであります。

この鯛学部附属病院は、昨年に大改築され、最新

の機器と近未来の考え方による診療体系が確立して

いると|ﾙlいています。現在では、愛知県歯科医師会

の60％近くが愛知学|流大学鯛学部の卒業生であり、

私もその一員として誇りに思うところであります。

このあと、 リニューアルされた病院を見学できる

のを楽しみにして、械拶とさせていただきます。

圏"我等の生業”

圏出席報告

会貝 71(65)椚 出

出府率 63.08％

前々1ul 10月231-1 (修IHIM席率）

囮ビジター数

囹ビジター紹介

愛知学院大学学院災･学艮(称』握東RC)

囮ケスト紹介

愛知学|塊大学閥学部附屈獅院病|朧長

愛知'判流大学鮒学部IW鵬描院M1摘院腱

愛知学|堤大学閑学部Ⅲ鵬揃|琉聯務僅

席 41名

9853％

44名

小出忠孝君

へ

｢|'村

|汎藤

江崎

洋様

裕様

修様

|谷口幹事報告
1 ．地|X入会の161 I (･MⅧ義務帯と17H(日)参加者の

方はお忘れのないようご出席~ドさい。

2．次lul例会後、理邪役員会を開催致しますので、

理蛎役興の方はお残りドさい。

|宮尾職業奉仕委員長より挨拶
職場例会は本来ですと10月が職業奉仕月間となっ

ておりますが、 201i'il年記念式典等催しが多く、本日

開催させて頂きました。

大I I会腿のお手配にて小出学院長・学長や中村病

院良始め愛知学院大学の皆様には火変ご配慮をいた

だきまして有り雌うございました。

お食且#の後、兄学をして頂きます。

－1－

輪71本年度会長テーマ EXPO開催まであと 857日 本紙は~I¥生紙を使州しております。
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小出愛知学院大学学院長。学長よりご挨拶 一チャリティーラン2002参加報告一

新世代委員長

インターアクト委員長水谷祥督

人変寒いHでしたが、会興とローターアクト ・

インターアクトの混成で2チームエントリーし、

全興が無'lf光進出来ました。名城公I"l ･1#1l6キ

ロを8分台で走った人、 10分台で走った人と

様々でしたが、楽しくみんながタスキを持って

,とりました。

I)1･藤雌文さん・ IﾉI･ i*I 1Iさん・小川さん・榧野

さん・合人さんには寒い!'1 ，応援に来て頂きま

して感謝'l 'しLげます。お典fと飲み物の壊し

入れもl蘭きました。

成絞はまあまあ？

優勝でもなく、ビリでもありませんでした。

－、

可

蕊心TA C

鍵融

本ロは職場例会として木学院附臓病院に多数ご出

席いただきｲJ難うございます。

又、火I 1会長始め多くの卒業′kが災クラブでメン

バーとして大変おIIt話になっておりますこともハIく

御礼申し上げます。会長からご紹介の通り、昭ﾎﾙ11

年に東クラブに入会し今年で36年I」となりますが、

当時から水野民也大先號には色々ご指導いただきま

した。

貴クラブは地ﾉ直の方も多いので、本学院の猟もご存

知かと思いますが、少し大学のPRをさせて頂きます。

1876年（明治9年）創設し今年で126年を迎え、 il1

部地区で-一番占い学校です。 1953年（昭和28年）入

学を設止し、高度成長の波に乗り規模も学部も贈え、

来年は、心身科学部心理学科も出来ます。学ﾉk数も

約ﾙl,000人とこの地域では名城大学に次いで大きな学

校です。

1961年（昭和36年）歯学部が出来るまで中部には鯛

科医師を養成する学校がないのは極めて不幸でした。

東京・人阪・九州に次いで全国で8"IIに出来、

今では29大学ありますが、 この地域で鯛学部附偶の

大学は本学院だけです。巨誠の資金で改ぞうし雌尚

の設備を持った病院ですので、後程ゆっくりとご兄

学下さい。

へ

今年もオリジナルTシャツを作り参加
し ノ

鰐玲…財団学生馬場今日子さんより深…認

； ﾄﾛﾝﾄへ来て早-年､今年の9)1には緬し‘,；
;アパートに引っ越し､ようやくEI分がこの街に住＃
‘んでいるという実感がわくようになりました。 ベゼ
' 8月の終わりにトロント束RCで家族の4ﾄ。 トロ！
；ン,~大学のOISEという研究科の,帆課程に燃し；

1
fメントをもらいながら来年の6月か7月ごろまで
馬

;に鞭棚霊'繍話鮒臓:労働つ

霧職獺職蕊鱗
;ている学'kが英語で何かを,!}くときのu的につい＃
;てliﾙ究しています。また、来年の初めには|可じ教‘
;授のもうつの研究ﾌﾛｼｪｸ'･にも参加させて；

;崎灘 蕊撫霊
;熟細珊棚嚥壷#…｡＃（-部抜粋) ：‘
鼠">…鋤…彫…"鰻……，w､………“.…"……………､炉』

へ

病院内見学
▲▲▲▲▲▲▲▲▲▲▲▲▲▲▲
b b 4 ● P G ● ▲ ▲ ● ｡ ● 凸 ① ■

▼▼▼▼▼▽▼▼▼▼▼▼▼▼▼

▲▲▲▲▲▲▲▲▲▲▲▲▲▲▲
p c p 寺 ｡ ■ 旬 ゆ り ■ ● ｡ ■ 守 ■

▼▼▼▼▼▼▼▼▼▼▼▼▼▼▼

~輔

7階誰議室での例会後は、 3班に分かれてII!村瓶

院長･ 171藤副病院長・江崎4f務隆にそれぞれリ|率し

ていただき診療室・放射線室・病棟などを兇せてIn

きました。西館・南館・北館の3棟は診療棟・ '臨床

教育･ liﾙ究棟に分かれており、耳悩れない治旅科も

沢山あり、口腔内の総合診擦として肢先端の設術や

高度な技術についてご説明いただきました。
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；宮尾紘司
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ノ

〈

用事ございません。 牧野登志子・松居敬二；

水谷祥督 松永 正史・三輪 康ヌ

チヤリテイーラン御協力あり 森 幸一・西川 豊長；
がとうございました。 大口 弘和・佐野 寛ミ

ノ

笹野さん有雌うございました。 笹野義春・鈴木正男；
佐久間良治 鈴木理之・竹内 眞三メ
ホームクラブ御無沙汰です。 谷口 優・舎人経昭；

在田 忠之・浅井誠寿 和田 正敏・山田 壽勝；

二村 聰・林 哲央 吉田 節美・吉田 玄；
池田 隆・樫尾 富二 愛知学院歯学部の御|筋力、ありI

〈
加藤重雄・加藤大豊 がとうございます。 〈

／

河村政孝・菊池昭元 ／

小林 明・小杉啓彰 I 合計．｜ ：
小坂井盛朗・黒須アイ子 | 59.000円 | ;

＞

； 愛知学院歯学部の皆様の御協力
2に感謝致します。
ノ

ミ黒野貞夫
／

2 1j腱で文部科学大臣賞をいただ
；きました。
；伊藤健文

； 黒脚消宇先生、 H展文部科学大

;匝賞､御受尚おめでとうございま
きした。
ノ

ミ水野民也
； 良い所で例会ありがとうござ
；います。残念乍ら、健康なので
／

; (10/29分） 谷口 優 三好 親・水野 賀續ヌ

ヌガバナー岡部快圓君 岡部ｶﾊﾅｰ､|ﾀ1藤幹事を迎え 水谷祥督・成田 良治ﾗ

ﾒ地区幹事伊藤 宏君 名東クラブさんとの合同例会 西川豊長・佐野 寛；
メ ガバナー訪問でお邪魔致しまし が､楽しい時間でありますようにII 澤田 淳治・鈴木正男；
《た。宜しくお願い致します。 加藤大豊 竹内 眞三・和田 正敏ミ
ノ ノ

ゼ名東RC米澤弘和君 高知朧1体で天皇､皇后両陛下と懇 山田 壽勝・山本英次ミ
メ 千種クラブの皆様、コンニチワ 談会でお話することが出来ました。 山本眞輔．吉田 節美メ

〉
； 先搬は創立20周年式典を厳粛、 水野民也・笹野義春 吉田 玄 〉

〉
；且つ磯大に挙行され誠におめでと 岡部ガバナー、伊藤地区幹事を ガバナーをお迎えして。 〉

;うございました。 お迎えして。 二村 聰 ﾀ
ゼ 又、本uはガバナー公式訪問、 在田 忠之・浅井誠寿 会員誕生日祝い。 〉
／ 〉

2合|司例会に大勢でお邪魔を致し大 萩原喜代子・池田 隆 鈴木理之 2

#変お世話にｲ11成ります。 池森 由幸・伊藤健文 創立20周年記念例会では皆さん；
；大口弘和 伊藤三津子・神崎住惠 に色々ご協力いただき有難度うご；

〉
； 岡部ガバナー、伊藤地区幹事を 樫尾 冨二・加藤重雄 ざいました。 ＞

；お迎えして。 河村政孝・木原喜造 会員誕生日祝い。 ／〉

; 20周年記念式典を成功裡に終え 小林 明・小杉啓彰 舎人経昭 ＞＞
ミることが出来ました。会員の皆様 小山 雅弘・小坂井盛朗 ガバナーをお迎えして。 ＞

;に感謝申し上げます。 黒野 貞夫・黒須アイ子 夫人誕生日祝い｡｜ 合計 ｜ ：
<

牧野登志子・松永 正史 94,000円 | :／

＞
〈

人へ,、ヘヘヘヘ,、ヘヘヘヘヘヘヘヘヘヘヘヘヘヘヘヘヘヘヘヘ,、ヘヘヘヘヘヘヘヘヘヘヘヘヘ"、へヘヘヘヘヘヘヘへ,、ヘヘヘ,、ヘヘ"、,、"、ヘヘヘヘヘ"ぜ

＝

へ

例会変更のお知らせ
／ 、

12/17㈹年末家族会の為、

12/21(1j18時～

12/17㈹年末家族懇親会の為、

東急ホテルにて

12/18伽夜間例会の為

12/18伽夜間例会･家族忘年会の為

12/19体)夜間例会及び年忘れ家族

会の為､ウェスティンナゴヤキャッ

スルにて

12/19'㈱忘年家族会の為、 12/20(金）

12/19'㈱家族忘年会の為、

18時30分～

12/20闇家族忘年懇親会の為、

17時30分～

12/20(金)忘年家族会の為、 17時～ノ

12/9(月)年末家族会の為、 18時～

12/9(月)夜間例会・年末会員家族懇

親会の為、 18時～

12/9(月)夫妻忘年会の為、 18時～

12/11(刺忘年家族会の為

12/11(水)家族忘年会の為、 12/14出

ウェスティンナゴヤキャッスルにて

17時30分～

12/11(水)年末会員家族懇親会の為、

17時30分～

12/12㈱年末家族会の為

12/16(H)親睦例会の為

12/16(月)年末家族懇親会の為､18時～

12/16(月)年末家族会の為、 12/21出

12/17㈹家族忘年懇親会の為､12/20(a

名古屋空港RC

名17屋東RC

名古屋名東RC

磯山一城北RC

梧古尾中RC

名古屋南RC

名TI『屋名北RC

名古屋名駅RC

名古屋守山RC

名古屋四RC

名717屋和合RC

名古屋西南RC

名古屋大須RC名古屋瑞穂RC

名古屋栄RC

名古屋昭和RC

あま R C

名古屋錦RC

名古屋北RC

借古屋みなとRC

、

－3－
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一
九
八
二
年
創
立
の

名
古
屋
千
種
ロ
ー
タ
リ

ー
ク
ラ
ブ
は
、
今
年
が

二
十
周
年
に
あ
た
る
。

会
長
の
大
口
弘
和
さ
ん

は
、
チ
ャ
ー
タ
ー
ナ
イ

ト
の
雰
囲
気
が
非
常
に

印
象
的
だ
っ
た
と
振
り

返
る
。
そ
し
て
「
本
年

度
の
Ｒ
Ｉ
テ
ー
マ
（
慈

愛
の
種
を
播
き
ま
し
ょ

う
）
は
、
『
千
』
の

『
種
』
が
在
る
地
域
の

我
々
に
と
っ
て
ふ
さ
わ

し
い
と
思
い
ま
す
。
偶

然
と
は
い
え
、
節
目
の

年
に
こ
う
い
っ
た
テ
ー

マ
と
な
り
驚
い
て
い
ま

す
」
と
お
っ
し
ゃ
る
。

会
長
に
記
念
事
業
の
内

容
や
ク
ラ
ブ
に
つ
い
て

の
考
え
を
聞
い
た
。

’

二

十

周

年

を

迎

え
ま
す
が
。

「
十
月
二
十
三
日
に

記
念
例
会
を
名
古
屋
能

楽
堂
で
行
い
ま
す
。
本

年
度
最
大
の
ク
ラ
ブ
事

業
と
な
る
周
年
の
記
念
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睾
菫
菫
菫
菫
菫
菫
菫
壺
菫
菫
菫
菫
菫
菫
菫
菫
菫
菫
菫
一
室
菫
菫
菫
菫
調
》
ル
フ
、
テ
ニ
ス
、
将
棋
に
ク
ラ
シ
ッ
ク
音
楽
鑑
賞
。
一
「
悩
み
ま
し
た
が
『
輪
』
も
特
徴
で
し
よ
－
つ
」

》

ベ

ー

ト

ー

ベ

ン

が

好

き

で

「

モ

ー

ツ

ァ

ル

ト

は

あ

ま

と

し

ま

し

た

．

二

十

周

篭

Ｉ

今

後

の

Ｒ

ｃ

の

篭

事
業
は
、
国
際
貢
献
、
で
は
、
タ
イ
の
サ
ケ
ー
オ
県
し
て
、
東
山
植
物
園
内
『
万
》
り
．
：
」
と
お
っ
し
ゃ
る
が
、
擁
帯
電
話
の
善
信
〆
ロ
ー
ち
な
ん
で
原
点
に
戻
ろ
う
と
に
つ
い
て
お
考
え
を
。

地
域
社
会
へ
の
貢
献
、
バ
ン
ラ
イ
サ
ム
シ
ー
学
校
に
葉
の
み
ぢ
』
の
あ
じ
さ
い
の
》
デ
イ
ー
は
「
フ
イ
ガ
ロ
の
結
婚
」
・

》

い

う

こ

と

で

、

ロ

ー

タ

リ

ー

「

い

ろ

い

ろ

な

考

え

方

で

伝
統
文
化
育
成
の
三
点
三
教
室
を
寄
付
し
ま
す
。
地
所
に
歌
碑
を
寄
贈
し
ま
す
。
一
．
：
…
：
：
…
：
．
：

：
…
…
~
：

…
…
：
．
．
：
：
。
：

…
：
：
：
…
：
：
：

》
バ
ッ
ジ
の
歯
車
の
輪
を
と
つ
活
動
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な

を
柱
に
計
画
し
ま
し
域
社
会
へ
の
貢
献
に
つ
い
て
あ
じ
さ
い
は
千
種
区
の
花
で
化
育
成
で
は
、
式
典
当
日
に
続
事
業
に
な
り
ま
す
ね
。
た
わ
け
で
す
。
平
和
の
和
、
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。
一
方

た
」
は
、
当
ク
ラ
ブ
の
会
員
で
あ
も
あ
り
ま
す
か
ら
。
伝
統
文
能
を
鑑
賞
し
ま
す
。
そ
れ
で
、
「
五
年
ほ
ど
前
か
ら
、
夕
対
話
の
話
に
も
通
じ
ま
す
か
的
に
も
の
を
見
る
の
で
は
な

ら

」

く

も

つ

と

多

面

的

に

、

そ

し

劉
鯉
識
蟻
繍
鶴
艫
瀧
謡
３
点
を
柱
に
記
念
事
業
の
割
罷
麗
駕
篭
鱈

が

で

す

か

。

で

は

な

い

で

し

ょ

う

か

。

日

年
を
機
に
「
原
点
」
に
戻
穏
灘
鰯
瀧
藍
隷
鱈
一
詮
議
霊

⑥

闇

《

蓼

鍵
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ヘ
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プ

タ

イ

ラ
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京

地

区

で

あ

り

、

比

較

的

時

（

麺

学

ヨ

靹

詫

》
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障
臣
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圃
卿

「
今
後
は
人
材
を
育
て
る
よ
う
な
部
分
に
重
点
を
」

へ
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０

０
《
Ｂ

Ｏ
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８１
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０
日

６
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０
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１
１

８
０

８
日

Ｏ
Ｂ

Ｏ
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１
０

幹事からひとこと 大
口
弘
和
（
お
お
ぐ
ち
・
ひ
ろ
か
ず
）
さ
ん
一
》
「
今
年
度
の
鍛
終
例
会

九
四
七
年
（
昭
和
二
士
一
年
）
九
月
二
十
六
日
生
ま
軸
（
明
年
六
月
二
十
四
日
）
が

れ
、
五
十
五
歳
。
大
口
歯
科
医
院
院
長
（
歯
学
博
士
）
。
一
千
回
目
の
例
会
と
な
り
ま

八
一
一
年
九
月
名
古
屋
千
種
Ｒ
Ｃ
に
入
会
。
ロ
ー
タ
リ
》
す
。
こ
れ
を
家
族
例
会
と
し

Ｉ
財
団
委
員
長
、
幹
事
、
国
際
奉
仕
委
員
長
を
歴
任
配
て
親
睦
を
深
め
よ
う
と
考
え

後
、
一
一
○
○
一
年
度
会
長
エ
レ
ク
ト
、
地
区
イ
ン
夕
睡
て
い
ま
す
」

ｌ
ネ
ッ
ト
委
員
を
経
て
今
年
度
会
長
に
。
趣
味
は
ゴ
》
ｌ
ク
ラ
ブ
テ
ー
マ
は
．
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認
鮨
龍
認
鯛
認
麗
調
闇
路
謁
麗
關
謡
關
關
＃
謝
舗
罰
箭
酬
雛
訓
削
舗
雛
＃
訓
削
蔀
＃
藤
（
鈴
木
能
楽
器
店
代
表
者
）

言
~
一
~
~
~
~
優
毫
釦
謎
蔀
鯉
麗
毅
蕊
瀞
調
鑪
謎
感
磨

諦一
』
一
一

・
・
・
二
・

一
一
一
》

一
』
一

口
Ｉ
タ
リ
ー
・
ラ
イ
オ
ン
ズ

千種クラブは、ロータリ

ー歴が長い会員にリベラル

な方が多く、若手のことを

よく考えてくれます。だれ

でも自由に発言でき、互い

にそれを尊璽できる、組織

力があるクラブ’だと思いま

す。会長は含諏肥りがききす

ぎるほどの方。幹事経験者

でもいらっしゃるので、私

の至らない点も目に付くか

と思いますが、会長の足を

引っ張らずにやっていきた
い。

一

~
幽
魎
函

一
二
三
三
三
一
二
一
二
一
二
一
二
二
一
三
一
二
一
二
一
二
一
二
一
二
二
二
夢
二
一
二
一
二
二
一
二
三
一
三
君
孟
三
一
二
一
二
一
三
二
一
二
三
一
二
一
三

を
行
う
千
年
会
や
食
べ
歩
き
本
の
Ｒ
Ｃ
は
国
の
個
性
を
生

の
季
楽
会
、
カ
ラ
オ
ケ
好
き
か
し
て
発
展
を
遂
げ
て
き
ま

の
集
ま
る
歌
の
会
な
ど
が
あ
し
た
。
そ
れ
を
大
切
に
す
べ

り
ま
す
。
例
会
の
卓
話
に
会
き
だ
と
思
い
ま
す
」

員
以
外
の
方
を
お
呼
び
し
Ｉ
そ
の
中
で
千
種
ク
ラ

て
、
趣
う
分
野
の
方
の
話
を
プ
の
す
べ
き
こ
と
は
。

聞
く
機
会
を
設
け
て
い
る
の
「
お
金
を
出
す
、
も
の
を

も
特
徴
で
し
ょ
う
」
寄
付
す
る
か
ら
脱
却
し
て
、

Ｉ
今
後
の
Ｒ
Ｃ
の
発
展
人
材
を
育
て
る
よ
う
な
部
分

に
つ
い
て
お
考
え
を
。
に
重
点
を
お
く
べ
き
だ
と
老

「
い
ろ
い
ろ
な
考
え
方
で
え
ま
す
。
二
十
周
年
記
念
事

活
動
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
業
に
象
徴
さ
れ
る
よ
う
に
、

ら
な
い
と
思
い
ま
す
。
一
方
人
材
を
育
て
伝
統
文
化
を
尊

的
に
も
の
を
見
る
の
で
は
な
重
し
、
地
域
と
の
つ
な
が
り

く
も
つ
と
多
面
的
に
、
そ
し
を
重
視
す
る
こ
と
が
大
切
で

て
内
部
を
充
実
さ
せ
る
よ
う
し
よ
う
」

に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
日

今
今
今
今
今
今
今
令
今
今
今
金
の
今
今
今
今
今
今
今
今
や
今
今
今
今

一
主
な
役
員
の
皆
さ
ん
一
薄
雲
与
暉
誰
塞
》
筆
御
霊
証

蕊

ョ

撫

鏑
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部

寒

蕊

籟

蔀

羅

会
長
Ⅱ
大
口
弘
和
（
大
口
司
事
務
所
所
長
）
▽
国
際
奉

歯
科
医
院
院
長
）
▽
会
長
エ
仕
委
員
長
Ⅱ
伊
藤
健
文
（
伊

レ
ク
ト
Ⅱ
小
坂
井
盛
雄
（
日
藤
書
道
会
館
館
長
）
▽
社
会

本
Ｃ
Ｉ
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ツ
社
奉
仕
委
員
長
Ⅱ
吉
田
玄
（
宗

長
）
▽
副
会
長
Ⅱ
鈴
木
理
之
教
法
人
城
山
八
幡
宮
宮
司
）

（
鈴
木
能
楽
器
店
代
表
者
）
▽
新
世
代
委
員
長
Ⅱ
水
谷
祥

▽
直
前
会
長
Ⅱ
笹
野
義
春
督
（
宗
教
法
人
道
了
山
大
雄

（
笹
野
運
輸
社
長
）
▽
幹
事
院
代
表
役
員
）
▽
親
睦
活
動

Ⅱ
谷
口
優
（
大
脇
・
鷲
見
合
委
員
長
Ⅱ
萩
原
喜
代
子
（
エ

同
法
律
事
務
所
弁
護
士
）
▽
レ
ガ
ン
ト
プ
ー
ケ
代
表
）

副
幹
事
Ⅱ
舎
人
経
昭
（
長
窪
☆
会
員
数
Ⅱ
六
十
九
人

寺
住
職
）
▽
会
計
Ⅱ
小
林
明
☆
事
務
局
Ⅱ
名
古
屋
市
千

（
八
雲
設
備
工
業
代
表
取
締
種
区
池
下
一
ノ
四
ノ
ー
五
、

役
）
▽
Ｓ
・
Ａ
・
Ａ
Ⅱ
黒
野
泰
明
ビ
ル
３
Ａ

貞
夫
（
書
道
家
・
清
字
）
▽
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